
別紙様式５号（第７の３及び第８の３関係）

１　産地基幹施設等支援タイプ
　Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

メ
ニュー
①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備考

（円）

交付
金

都道
府県
費

市町
村費

その
他

鶴岡
市

有限会
社斎藤
農場

産地収
益力の
強化に
向けた
総合的
推進
水稲

2

乾燥調
製施設
を新設
するこ
とで省
力化が
図られ
経営面
積拡
大、物
財費の
削減に
繋が
る。

73,320
円/10a

85,753
円/10a

113,974
円/10a

84,571
円/10a

67,400
円/10a

-190.0%

10aあた
り物財費
の8.1％
削減

産地収
益力の
強化に
向けた
総合的
推進
水稲

3

乾燥機
から自
動搬送
される
ことで
作業効
率が格
段に向
上す
る。

16.58
ｈ/10a

14.36
ｈ/10a

12.84
ｈ/10a

11.97
ｈ/10a

12.25
ｈ/10a

106.4%

10aあた
り労働時
間の
26.1％削
減

乾燥調製施設

建屋工事
木造372.6㎡

機械設備工事
乾燥機4台、荷受ホッ
パー一式、色彩選別
機1台(コンプレッ
サー込)、搬送用器具
一式(穀物搬送機、昇
降機、一時貯留タン
ク、フレコンスケー
ル、リフター）
処理能力：340t/年

117,854,000 45,567,000 0 0 72,287,000 R3.8.18

物財費の削減については目標
を達成できなかったが、水稲
経営面積は当初想定の30.56ha
を上回っており、資材高騰の
影響も大きく受けており物財
費が増加している。今後、更
なる資材の見直しや生産管理
の徹底により、経営面積の拡
大と作業効率化による物財費
削減を図っていく。
労働時間の削減については、
労働効率の改善を進めた結
果、目標を達成できた。

経営面積が当初想定を上回
り、資材価格の高騰の影響を
大きく受けたため、10a当たり
の物財費の削減目標は達成で
きなかったが、改善傾向にあ
ることから、資材の見直しや
生産管理の徹底により、経営
面積を活かした資材等の効率
的な使用や、作業効率の改善
による物財費の削減につい
て、継続して指導していく。

総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の１の（２）のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の２の（２）のアの（ア）のただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了
年月
日

達成率

目標値
（令和
５年）

（都道府県名：山形県　令和５年度）

（工種、施設区分、
構造、規格、能力

等）
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５年）

１年後
（令和
３年）

事業実
施主体
名

（対象
作物・
畜種等
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２年後
（令和
４年）

負担区分（円）
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畜種等
名）②

３年後
（令和
５年）

成果目標
の具体的
な実績②

都道府県の評価

計画時
（平成
29年）

成果目
標の具
体的な
内容②

達成率

事業実施主体の評価

計画時
（平成
29年）

事業実施後の状況①

都道府県平均
達成率

市町
村名

類
別

類
別

２年後
（令和
４年）

事業実施後の状況②

３年後
（令和
５年）

１年後
（令和
３年）

目標の達成に向けて取り組んだが、資材価格の高騰のため実績が伸びない成果目標があった。
物財費の削減について指導を行うとともに、目標の達成に向けて関係機関と連携したフォローアップを行う。

成果目標
の具体的
な実績①

50.0%

成果目
標の具
体的な
内容①


